
新潟工科専門学校　シラバス（授業計画書）

実務授業の有無

% % % %

有

対象学科 建築大工科 対象学年 1 開講時期 前期

適性検査から行動傾向を把握し、強みや弱みについて理解す

る。自ら仕事観や仕事に求める条件を理解し、就職活動に役立

てる。

就職適性検査実施(夏休み前)

講義

授業概要、目的、

授業の進め方

学習目標

（到達目標）
自分自身の興味や性格を知り、働く意義を理解したうえで、納得できる就職活動を目指す。

時間数 16必修・選択 必修 授業形式

就活を成功させる為の必要な情報収集や企業研究の方法、面接試験対策について学ぶ。自己分析、志望職種を研究し、納得の

いく形で就職活動をスタートする為の事前準備を行う。
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評価方法・成績評価基準

科目名 就職実務Ⅰ

作成日： 令和4年4月1日

自分と職業を理解する

・自分自身を知る

・職業を知る

自分の強みを発見する。業種と職種を理解し、求められる知識

を関連資格から考えてみる。

就職活動の準備とスタート

・就職活動の心構え

・就職活動の流れ

納得できる就職活動を進めるために、「働く意義」について考

える。「企業はどんな人材を求めているか」、「就職活動はど

の時期に何をするべきか」を理解し計画を立てる。

NO. 授業項目、内容

テキスト・教材・参

考図書・その他資料
勝つための就職ガイド SUCCESS、配布プリント

学習方法・準備学習・備考

1

担当教員 富山 翔

実務経験教員の経歴 建築事務所に勤務し、社会人としての経験が3年
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履修上の注意

ただ就職するだけではなく、自分の望む企業、自分に合った企業に就職

することが大切。
成績評価基準は

A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以下)とする。

期末テスト 課題 取組姿勢

志望企業や職種を絞る。第1回進路希望調査実施(夏休み期間)

求人票に書かれている内容について理解し、それぞれの項目が

どのような意味を持っているか説明できるようになる。
求人票の見方


